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A CASE REPORT OF CONDYLOMA ACUMINATUM 
      OF THE POSTERIOR URETHRA
Masuo Yamashita, Akinobu Gotoh, Atsushi Takenaka 
             and Sadao Kamidono 
From the Department of Urology, Kobe University School of Medicine 
               Yoshinori Oda 
        From the Department of Urology Konan Hospital
   A case of urethral condyloma acuminatum is reported. 
   A 77-year-old man was admitted to Konan Hospital to undergo surgery for benign prostatic 
hyperplasia. By urethrography and urethroscopy, a circumferential papillary lesion was disclosed 
in the posterior urethra extending from the membraneous urethra. Transurethral resection was 
performed on July 19, 1989. Pathohistological diagnosis was condyloma acuminatum/condyloma 
acuminatum in which the antigen of papilloma virus was detected by PAP stain.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1559-1562, 1991)
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緒 言
尖 圭 コ ン ジ ロー マ は ヒ ト乳 頭 腫 ウイ ル ス(human
papillomavirus,HPV)の感染 に よって お こ る涜 贅
で 性 行 為 感 染 症(sexuallytransmitteddisease;
STD)の 中 に 含 ま れ て い る。 外 陰 部,会 陰 部 に み ら
れ る も のは,わ れ わ れ 泌 尿器 科 医 が しば しば 遭 遇す る
疾患 で あ る が,尿 道 に 発 生 した との報 告 は 少 な い.今
回,わ れ われ は後 部 尿 道 に発 生 した尖 圭 コ ン ジ ロー マ




































検お よび経 尿道的尿道腫瘍(腫 瘤)切 除術が施行され
た.前 立腺肥大症 に対 してはTUR-Pが 施行 された.
病理組織学的所見;切 除腫瘤 の表皮の肥厚はさほど
著明ではないが扁平上皮化生を示す上皮が乳頭状に配
列 し,胞体 内に核周 囲 性の 空 胞 化 を 著 明 に 認 め る
(Fig.2).抗ウシバ ピローマ ウイルス ・ウサギ抗 体
(ポリクローナル抗体:DAKO社)を 用 いたperox-
idaseanti-peroxidase(PAP)染色 法で は核及び表
層部に反応強陽性 部を 認め た(Fig・3).以上 より尖














山下,ほ か=コ ンジ ロ ー マ ・尿 道 1561
Table1.ReportedcasesofurethralcondylomainJapan





















8木 津 ・他198445男 血 尿
9高 橋 ・他19855男 陰茎先端腫瘤






















19熊 沢 ・他198635男 血 尿





























































外尿道 口よ り5mm内 側
外尿道 口よ り2mm内 側
外 尿 道 口部,振 子 部一
球部 まで多発



































尿 道 部 分 切 除 ・



























6型またはIl型の直接感染 に よって起 こる伝染性
腫瘍であるとされている.HPVは,パ ポバ ウイル








(HPVサ ブ タ イ プ の決 定)は き わ め て 重 要 で あ
る6).本症 は お もに 性 行 為 が契 機 とな り,性 行為 感 染 症
(STD:sexuallytransmitteddisease)の1つとさ
れ て い る.尖 圭 コ ン ジ ロー マ の尿 道 発 生 例 は 尖 圭 コ ン
ジ ロ ーマ 全体 の5～23%と い われ て い るが7),本邦 で
の尿 道 内 尖 圭 コ ンジ ロー マの 報告 は少 な く自験 例 を 含
めて もわ ず か に31例で あ る(Tablel)・外 尿 道 口付 近
に存 在 せ ず,後 部 尿道 のみ の症 例 は 自験 例 が最 初 で あ
る.症 状 と して は,頻 尿,尿 道 灼 熱 感,排 尿 困難,1血
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